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■第2次うるま市総合戦略における新規施策案

基本目標 基本施策 基本施策細別 KPI 提案施策 施策の概要 活動指標 備考

石川地域まちづくり推進事業

石川地域の立地ポテンシャルを活かした観
光需要の取り込み、周辺都市住民の来訪を
促進し消費や滞在を通じた経済活性化を図
るため、石川IC周辺と石川庁舎周辺につい
て官民連携による整備を検討します。

基本計画策定

勝連・与那城地域まちづくり推進
事業

近年の観光動向や観光ニーズ、スポーツ需
要に対応するため、新たな観光、スポーツ
拠点として旧与那城庁舎周辺及び県道37号
線沿道の利活用を検討します。

基本計画策定

基本目標２
本市への新しいひ
との流れをつくる

2-1　移住・定住
の促進

2-1-1　移住情報
の発信と相談

○移住相談窓口を通した島
しょ地域の新規移住・定住
者数

関係人口の創出

地域外の人材による地域の課題解決や地域
活力維持を図ります。
また、「デジタル市民」の取組について導
入検討を行います。

外部人材や「デジタル市民」の導入可能性
調査

デジタル技術の活用

3-1　結婚支援
3-1-1　結婚希望
者への婚活支援

○結婚したいと思う若い世
代の割合

結婚新生活支援
結婚希望者に対し、結婚後の生活支援を実
施します。

支援件数

3-2-1　母子保
健・医療の充実

乳幼児健診におけるDX推進
母子手帳アプリの活用により、乳幼児健診
（集団健診）で使用している受診票や問診
票を電子化します。

問診票を電子化する健診の数 デジタル技術の活用

3-2-2　子育て支
援体制の充実・経
済的支援

先進医療（不妊治療）助成事業
先進医療不妊治療による不妊治療を受けた
うるま市在住の夫婦に対し支援を行いま
す。

助成金を活用した夫婦の数

3-3　教育環境の
充実

3-3-3　学校運営
体制の充実

○高等学校等進学率
○学校が楽しいと思う中学
生の割合

学校教育のDX化に向けた環境整
備

学力の定着のほか、情報活用の知識と技能
（情報活用能力）をはじめ、コミュニケー
ション力や表現力、協働する力などの日認
知能力を育成するため、デジタル技術を用
いて、効率的かつ効果的な学習環境を整備
します。
また、ICT活用を通して校務事務の効率化
を図り、教員の働き方改革を推進します。

①授業の中でICT機器の活用が日常となっ
ていると答えた教員の割合・・・100％

②探究的または協働的な学習の中で、児童
生徒にICT機器のプレゼン機能を活用（発
表や児童生徒同士の考えを共有させること
を含む）させた教員の割合・・・80％以上

デジタル技術の活用

公共交通利便性の向上
コミュニティバスのDX・GXの推進を検討
します。

・コミュニティバスの利用者数
・電動車両の導入台数

デジタル技術の活用

島しょ地域における新たな公共交
通手段の導入（島しょ地域重点）

併せて、予約アプリの導入を検討します。 島しょ地域における公共交通利用者数 デジタル技術の活用

電動マイクロモビリティの導入
コミュニティバスや路線バスのバス停と目
的地を結ぶ移動手段として、電動マイクロ
モビリティの導入を検討します。

電動マイクロモビリティの設置か所 デジタル技術の活用

○勝連城跡の来場者数

○待機児童数
○合計特殊出生率

○公共交通（バスなど）が
充実していると思っている
市民の割合
○下水道利用可能人口

3-2　妊娠・出
産・子育ての切れ
目ない支援

基本目標１
魅力ある安定した
雇用の場を創出す

る

1-3　観光関連産
業の活性化

1-3-2　誘客拡大
の情報発信と環境
整備

基本目標３
若い世代の結婚・
出産・子育ての希
望をかなえる

基本目標４
快適で安心して暮
らせるまちをつく

る

4-1　利便性と快
適性向上の生活基
盤の整備

4-1-1　公共交通
の利便性の向上


